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第 10 回例会 

 

会 報 No.1125 豊橋東ロータリークラブ 

事務局：豊橋市花田町石塚 42 豊橋商工会議所内 TEL 0532-56-8566  FAX 0532-39-7520 

会長：角谷 歩、副会長：西 崇秀、幹事：木所 壮太、出席・会報委員長：鈴木 康代 

令和 2 年 9 月 28 日（月）※9月 30 日(水)より例会変更 12：30～13：30 

例会場：ホテルアソシア豊橋 ザ・ボールルーム     担当：理事会 

国歌「君が代」/ロータリーソング「奉仕の理想」 

ゲスト 
国際ロータリー第 2760 地区 ガバナー 氏 

国際ロータリー第 2760地区幹事 伊藤 満琉 氏 
 

出席報告 会員総数 計算会員 出席免除者数 欠席 出席率 9 月 9 日修正出席率 ビジター 

53 名 47 名 6 名 18 名 61.70％ 100％ 0 名 

 

会長挨拶           角谷 歩 会長  １．クラブはロータリーの中心。クラブの活性化を図
ろう。ロータリーはクラブがその中心です。クラブ戦
略委員会を設置して 5 年後のビジョンを描き、その魅
力を会員に伝えます。また、クラブ研修委員会を設置
して、それを持続可能にする入会 3 年以内のクラブ会
員のリーダーシップを養成しましょう。職業奉仕を通
じて社会に貢献し、奉仕プロジェクトを行って、クラ
ブの活性化、会員増強につなげましょう。テーマは
「環境」が重視されます。財団の DDF を活用してく
ださい。（今は新型コロナも重点分野です） 

２．ロータリーファミリーとの連携強化をしよう。ロ
ーターアクター、インターアクター、ライラリアン、
青少年交換学生、米山記念奨学生たちの若い力を積極
的に取り入れてロータリーの活性化を図りましょう。
また、RCC（ロータリー地域社会共同隊）と連携して
より大きな展開を図りましょう。 

３．オンライン・ツール、リソースの活用をしよう。
マイロータリーには様々な情報リソースがあります。
ロータリー賞も今年からクラブセントラルでの申請に
なります。ラーニングセンターもぜひ活用してくださ
い。 

４．会員増強をしよう 奉仕プロジェクトによる会員
増強。今年度はローターアクトがクローズアップされ
ています。ロータリアンとローターアクターとの共同
作業を通じて双方が刺激しあい、より高次の活動を開
発し、仲間を増やしましょう。また、新クラブ結成の
ために「衛星クラブ」を考慮にいれてください。 

５．ロータリー賞へ挑戦しよう。 

６．国際大会へ参加しよう。皆さんにお願いです。・２
０２１年３月１４日愛知県国際展示場でのハイブリッ
ド地区大会、１００％全員登録運動にご協力下さい。・
マイロータリー登録・活用・ロータリー財団・米山記
念奨学事業への寄付。・台北国際大会への参加。また、
新型コロナ禍でいったん中止になりましたが、財団の
大口寄付者には、世界の帝王ジャック・ニクラウス氏
の個人レッスンがインセンティブとしてついていまし
た。ゴルフファン垂涎のイベントです。大口寄付をお
考えの方は是非財団にご確認ください。さて、これで
最後です。ロータリーの創始者ポール・ハリスは、『変
化の時代に「革命的になるべし！」』と申されました。 

「新型コロナに負けるな！」、クラブの皆さんよろしく
お願い致します。 

岡部ガバナー、3 クラブ合同例会にようこそおいで
下さいました。各種研修が DVD／オンライン配信と
なったため、ナマ岡部ガバナーの体験は 10 か月ぶり
です。新型コロナウィルス対策として「三密」回避が
強調された結果、今まで当然の様に思っていたリアル
での交流の大切さを再認識しました。本日は 3 か月の
休会を経た後の最初の例会で味わったのと同じ感動を
味わっております。同じ空間と時間を共有しながら岡
部ガバナーの卓話をうかがうという貴重な機会ですの
で、これからのクラブ運営に活かしてまいりたいと存
じます。 

本日のプログラム 
『 ガバナー公式訪問 』 

豊橋南 RC（ホスト）、豊橋ゴールデン RC、 

豊橋東 RC の 3 クラブ合同例会 

国際ロータリー第 2760 地区 ガバナー 

 

 「４つのテスト」、そして「中核的価値
観」は、『親睦、高潔性、多様性、奉仕、
リーダーシップ』。この２つは変わらない
ロータリアンの価値観です。そして、ロー
タリーのビジョン声明、「私たちは、世界
で、地域社会で、そして自分自身の中で、持続可能な良
い変化を生むために、人々が手を取り合って行動する
世界を目指しています」。英文だと「TOGETHER」が
入っています。私の地区方針にもあります。そしてＲＩ
戦略計画 ４つの優先事項として・より大きなインパ
クトをもたらす・参加者の基盤を広げる・参加者の積極
的なかかわりを促す・適応力を高める、奉仕プロジェク
トには、この４つに当てはめて検討し実施する必要が
あります。これらのＲＩテーマなどを受けて、地区方針
を『行動するロータリアン！世界で何かよいことをし
よう、TOGETHER！』— ロータリークラブの奉仕が、
世界の平和につながってゆきます —としました。 皆
さんの奉仕一つ一つが規模の大小はあっても世界平和
に役立ちます。「地区ビジョン」も設けました。 「私
たち第 2760 地区は、ＲＩテーマをよく理解した上で、
それぞれの地域、クラブの特性を鑑みて「活力のある、
個性に満ちた、多様性のある」クラブが活躍できる場
所・場面を提案・支援してゆきます」。「クラブが中心」
ということを明確にしました。地区行動指針です。 

原稿：柴田 國汎 さん ／ 写真：中澤 理 さん 

クラブテーマ 原点から未来へ Get Back To the Future 

ＲＩテーマ ロータリーは機会の扉を開く 

Rotary Open Opportunities 

氏 


